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人々の生活論理を提示した第 1 章、タンザニアの路上商人たちの商慣行を照らし出す第 7 章、同
国で狩猟採集民族とされてきた人々の生業選択を描いた第 8章、「選挙後暴力」と呼ばれるケニア
の国内紛争で大量殺戮が発生した地域を訪れ、住民の意識を探った第 10 章など、多彩な 12 章が
並ぶ。本書にみえるこうした多彩さはまた、経済の側面から紛争と共生を分析しようとする際の
射程の大きさ、ひいては経済・開発面での「アフリカ潜在力」の広がりを示しており、それがこ
の本に隠されたもうひとつのおもしろさといえる。 
各章は著者たちがこれまで積み上げてきた膨大な研究へのゲートウェイ機能も果たしており、
読者は、本文のみならず文献リストや詳細な注をたどって読書と研究を広げていくことができる。
資源・市場・国家の 3 部構成のもとで多岐にわたる各論がすっきりと配置されており、通読した
い読者にも十分な手掛かりが提供される。日本のアフリカ学の中で、経済や開発という切り口の
もとで近年どのような研究が進んでいるかを一目で知ることのできる一冊である。 
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